
																			　　　　　３級模試問題（2021）	
																																												CSR検定サポート事務局	

問題1		CSRに関する次の記述で、最も不適切なものを一つ選べ。	
ア. 企業は、グループ会社および自社のコントロール下にある取引先なども自社の社会的責任の範囲と捉え、	

適切な行動をとることが求められる	
イ.	CSRは社会貢献活動であり企業経営とは切り離して考えるべきである	
ウ.	CSRは15年以上前のような単なる「社会的責任」から意味が広がり、「社会対応力」、つまり企業や組織が	

どれだけ社会からの要請に応えられるかが問われるようになった	
エ.	SDGsを正しく実践する上で、ISO26000の理解は必要である	

問題2	 	 SDGsの企業向けの取り組みガイダンス「SDGコンパス」が強調する「アウトサイドイン・アプローチ」につ
いての説明で、最も不適切なものを一つ選べ。	

ア. 「世界的視点から、何が必要かについて外部から検討し、それに基づいて目標を設定することにより、企業が	
現状の達成度と求められる達成度とのギャップを埋めていく」手法である	

イ.「アウトサイドイン	・アプローチ」の活用により「新規ビジネスの創出」も可能となり、企業にとってビジ	

ネス機会を増やすことができる 	
ウ.	経営目標は、自社がこれまで積み上げてきた実績・信用を基に、その延長線上で目標を手堅く定めるのが	
安定かつ持続可能な方法という考えである	

エ.日本の自動車メーカーが発売したハイブリッド車(HV)の「プリウス」は「アウトサイドイン	・アプローチ」	
の好例である	

問題3		2015年は「サステナビリティ元年」と言われるが、以下の出来事で2015年に起きたものはいくつあるか。	
１.国連で「SDGs(持続可能な開発目標)」が採択された 
２.日本のGPIF(年金積立金管理運用独立行政法人)がUNPRI(国連責任投資原則)に署名した	
３.国連が「ビジネスと人権に関する指導原則」を策定した	
４.COP21の「パリ協定」で21世紀後半に世界の温室効果ガス排出量を実質ゼロにする目標が合意された 
ア.	１つ	
イ.	２つ	
ウ.	３つ	
エ.	４つ	

問題4		「企業のCSRレポート」に関する次の文章の空欄に該当する語句で、最も適切な組み合わせを	
一つ選べ。　	

① 日本の東証一部上場企業はGRIガイドラインに基づいた報告が法律で義務付けられて(				A					)。	
② GRIガイドラインにより開示が求められている内容は、「トリプルボトムライン」と呼ばれる「環境」「社会」
「経済」の活動パフォーマンス情報と、そのパフォーマンスを管理・向上させるための	
(					B						)情報である	

③ 	CSRレポートは企業評価のために必要とされる(				C						)情報の開示を担う重要な報告書である	
					A															B											　		C	
ア.	いる								サステナブル								財務	
イ.	いる								ガバナンス										ESG		
ウ.	いない　　　サステナブル								財務	
エ.	いない			　	ガバナンス										ESG	

問題5	「サステナブル投資とESG」に関する次の記述で、不適切なものはいくつあるか。	
1. サステナブル投資は、企業がCSRに取り組むのと同様に、年金基金・金融機関・個人などの投資家が、その	
社会的役割を考えて、投資対象企業の社会課題への取り組みを評価して反映する投資である	

２.	責任投資原則(UNPRI)	がESG投資を提唱する背景には、ESG要因を考慮することは長期的にみて投資リターン	
向上に繋がるとの考えがある	

３.	2019年には責任銀行原則（PRB）が発足し、サステナブルの取り組みが、投資のみならず、より幅広い金融	
領域にまで広がっている	

４．投資する側（機関投資家）が取り組むコーポレートガバナンス・コードと投資される側（事業会社）が	
取り組む日本版スチュワードシップ・コードとは車の両輪のように一対をなすものである	

ア.１つ	
イ.２つ	
ウ.３つ	
エ.４つ	

問題6	　次のうち、ステークホルダーに該当するものはいくつあるか。	
１.当該企業の未来の顧客	

２.当該企業の競合企業 	
３.当該企業のアルバイト社員	
４.当該企業の工場の周辺住民	
ア.１つ	

イ.２つ 	
ウ.３つ	
エ.４つ	

問題7		企業の担当部署で、「NPOへの寄付」について議論しています。ISO26000の理念に照らし、不適切な	
発言をしている社員の組み合わせを一つ選べ。	

社員A:	今期、我が社はコロナ禍の影響で赤字決算になる見通しで、不要不急の事業の見直しが始まった。	



我が部の担当するNPOへの寄付事業も対象に入っている。私としては、NPO支援は不要不急の事業とは	
考えておらず、社会的評価も得ているので、なんとか継続できるよう、予算当局の理解を求めるつもりだ	

社員B:	赤字決算というのは、我が社にとっては危機です。CSR事業は本業ではないので、この際、経営が黒字	
化するまで、寄付事業はしばらくお休みすべきと考えます	

社員C:	社会課題解決のための取り組みは企業の社会的責任であるという考えは、今や世界共通のものです。	
　　　	黒字だからやる、赤字だからやらなくてもいいという考えは、SDGsの精神に反すると思います	
社員D：サステナビリティ（持続可能性）という言葉がありますが、まずは企業が存続しなければ何も始まり	

ません。従業員満足度があり、顧客満足度があり、社会貢献はそのあとではないでしょうか	
ア.	社員Aと社員B	
イ.	社員Cと社員D	
ウ.	社員Aと社員C	
エ.	社員Bと社員D		

問題	8	「デユーデリジェンス」の説明で、最も適切なものを一つ選べ。	
ア.自社の事業によるネガティブインパクトの発見、対処、防止	

イ.自社の事業によるポジティブインパクトの発見、対処、防止 	
ウ.自社の事業によるネガティブインパクトの調査、研究　報告	
エ.自社の事業によるポジティブインパクトの調査、研究　報告	

問題	9		日本のCSR関係法についての次の記述で、最も不適切なものを一つ選べ。	
ア.2016年4月に施行された日本の女性活躍推進法（通称）では、従業員301人以上の組織が対象となっており、	
事業主は、①女性の活躍に関する状況の把握、改善すべき事情についての分析②「事業主行動計画」の	
策定・公表、③女性活躍に関する情報の公表、の行動計画の提出を求められている	

イ.2016年4月に施行された通称「障害者差別解消法」は、障がい者に対する差別を禁止し、合理的配慮を	
義務付けている。従業員300人以上の事業主が対象となっている	

ウ.2018年7月に交付された「働き方改革法」（通称）では、時間外労働の上限について、月45時間、年360時間を	
原則とし、臨時的な特別な事情がある場合でも年720時間、単月100時間未満（休日労働を含む）、複数月平均	
80時間（休日を含む）を限度に設定されている			

エ.障害者雇用促進法では、2020年の改正で、民間企業の法定雇用率は2021年4月から2.2%から2.3%に引き上げ	
られた	

問題10	「アニマルウェルフェア」に関する次の文章の空欄に該当する語句で、最も適切な組み合わせを	
一つ選べ。　	

① 1965年に（　　A　　）で提唱された動物福祉の5つの自由（①飢えと渇きからの自由②不快からの自由③痛み
や、怪我、病気からの自由④自然な行動をすることの自由⑤恐怖や苦痛からの自由）は、今では国際的なスタ
ンダードになっており、各国の法律や国際基準に取り入れられている	

② 世界動物保健機関（OIE）は科学的根拠に基づき最低限の動物福祉基準を規定しており、その原則には「動物の
利用には、現実的な範囲で最大限その動物の福祉を確保する（　　B　　）責任が伴っている」と書かれてい
る。そして、畜産動物の福祉は「生産性、食品安全を向上させることができ、したがって、（　	 　C　　　）
に繋がる」とも明記されている。	

						A											　B														C	
ア.	米国						　　倫理的									持続可能性					
イ.	米国						　　法的											持続可能性		
ウ.	英国　　　　　倫理的									経済的利益	
エ.	英国			　	　　法的											経済的利益	


